
 

 

 

 第１回の学校評価アンケートにご協力いただき，ありがとうございました。結果の分析と２学期以降

の取組を次ページに載せています。数字だけを追いかけるのではなく，生徒や保護者の皆さまに寄り

添うことのできる学校運営を行っていきたいと思います。今後もご協力くださいますよう，よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
『志を育てる』－「感謝」「感動」「思いやり」 
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現在

授業で力を付けている。

他者の意見や考えを通して自分の考えを深めた。

電子黒板やタブレット使用により学習効率が上がった。

30分未満 ３０分～１時間 １時間～２時間 ２時間以上

37.3 28.2 23.4 11.1

相手より先に挨拶している

掃除の開始時刻から終了時刻まで集中して掃除を行い，

掃除場所をきれいにしようと心を込めて掃除している

私は早寝早起き・朝ご飯など生活リズムを意識している

自分の思いを誰かに伝えられる

先生は自分の良いところを認めてくれている

学校では安心して生活できている

府中緑ヶ丘中学校の生徒でよかった

進路指導に満足している

人とのかかわり合いの中で夢や希望をもっている

社会や集団の中で自分の果たすべき役割を考えている

現在

① わが子には家庭学習の習慣が身に付いていると思う。

② わが子は，よくあいさつをしていると思う。

③ わが子は，志(夢や希望）をもっていると思う。

④ 進路指導に満足している。

⑤ 学校からの情報発信は十分である。

⑥ 学校には生徒や保護者の『思い』を伝えやすいと感じる。

⑦ わが子を安心して学校に行かせることができる。

⑧ わが子を，府中緑ヶ丘中学校に行かせてよかったと思う。

令和6年度学校評価アンケート第１回〔生徒用〕　 令和6年8月30日

生徒用アンケート
１学期(全校）

肯定的評価 否定的評価

学

習

91.6 8.4

90.7 9.3

86.7 13.3

家庭学習（学校以外での学習）の１日の平均時間

学

校
生

活

80.5 19.5

90.4 9.6

79.8 20.2

92.2 7.8

志

93.3 6.7

93.3 6.7

92.6 7.4

91.8 8.2

83.3 13.4

90.3 9.7

令和６年度学校評価アンケート第１回〔保護者用〕　 令和6年8月30日

保護者用アンケート
１学期(全校）

肯定的評価 否定的評価

49.6 50.4

75.7 24.3

64.6 35.4

93.9 6.1

92.9 7.1

76.2 23.8

91.7 8.3

76.9 23.1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸郡・江田島市新人大会 

運動部では、ほとんどの３年生が引退し、１・２年生が中心となって行われる新人大会が近づ

いてまいりました。 

 

１０月１２日（土） 陸上（駅伝大会）・・・海田町瀬野川河川敷 

  バスケットボール・・・府中中学校（１３日（日）もあり） 

サッカー・・・・・・・海田中学校（１３日（日）もあり） 

軟式野球・・・・・・・海田総合公園（１３日（日）もあり） 

バレーボール・・・・・熊野東中学校  

          ソフトテニス・・・・・海田総合公園 

卓球・・・・・・・・・サンスターホール 

          剣道・・・・・・・・・府中緑ヶ丘中学校 

保護者アンケート結果や生徒の様子・生徒アンケート結果から（今学期の取組も含む） 

 

〇「相手より先に挨拶をしている」

生徒会を中心に挨拶運動を定期的に開催している。ボランティアで参加する生

徒もおり、あいさつへの意識を高める取組として効果がでている。3年生は受験

を控えるなど不安定になる時期でもあるので、生徒会と連携するとともに、教員

からもあいさつを意識して取り組むよう呼びかけていく。

〇「学校で安心して生活できる」

いじめ体罰セクハラアンケート、教育相談アンケート、面談の実施などを通して

生徒一人一人の思いを聴く場を設定している。また、日々の先生方の言葉掛け

や指導などを通して目標値を達成できている。一方で、学年ごとに差があるの

も事実なので、学校全体として呼びかけや取組みを行い、学校全体として「安

心できる」環境を整えていきたい。

〇「困ったときに思いを誰かに伝えることがで

きる」

教育相談の設定や日々の生徒の情報連携により教員側が生徒を見て関わる場

面が意識されている。またこれまでのＳＳＴに加えて、ミニＳＳＴを取り入れること

で、生徒同士の関りの場面が増えていることが目標値の達成につながってい

る。今後さらに連携のあり方や情報交流の仕方、全校での取組を整備していく。

〇「掃除を開始時刻から終了時刻まで集中し

てできた、掃除場所をきれいにしようと心をこ

めて掃除できた」

美化委員会を中心とした掃除開始前・終了前の放送や掃除評価表の活用など

もあって、掃除場所をきれいにしようとする生徒の割合は高くなっている。しかし

場所によっては十分な取組が行えていない場合もあり、引き続き美化委員会や

掃除場所担当者とともに取組を行っていく。

〇「早寝、早起き、朝ご飯などの生活リズムを

意識している」

今年度も昨年度同様文化祭の前に生徒にグーグルフォームでアンケートを実

施する予定である。その結果とも照らし合わせ、生徒から出た疑問や質問に答

える形で朝食や生活リズムの重要性について知らせていけるよう、生活委員と

ともに掲示物の作成などを行っていきたい。

アンケート項目 １学期の振り返り、２学期に向けて

〇「中学校の進路指導に満足している」

進路説明会や進路通信を通して、生徒・保護者に進路についての情報を共有

した。生徒と保護者の割合で差があるため、特に保護者への共有の仕方が課

題と考える。HPだけでなく、コドモンを活用して情報を共有していきたい。

〇「電子黒板やタブレット端末使用により、学

習効率が向上した」

教職員回答の肯定的評価は９３．３%と、生徒よりもやや高い。ICTの使用によっ

て、学習効率が向上したと生徒が感じるのはどのような場面なのかを各教科で

振り返るとともに、学習効率の向上を狙ったICT機器の活用方法を吟味してい

く必要がある。

○「授業では、他者の意見や考えを通して、自

分の考えを深めている」

昨年度末８６．０％の生徒が肯定的に捉えていたが、今年度1学期はそれを上

回りほぼ目標値に到達している。各教科で学期ごとの研究授業実施を呼びか

け授業の工夫改善に取り組んできた成果とも取れる。８月には校内研修で協働

的な学びの推進について振り返りを行い、２学期以降の取り組みを確認した。


